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43
・
６
％
と
最
も
高
く
、「
イ
ベ
ン
ト
型
」

の
活
動
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一

方
で
、「
高
齢
者
交
流
サ
ー
ビ
ス
」（
32
・

５
％
）、「
防
災
訓
練
・
研
修
」（
30
・
６
％
）、

「
声
か
け
、
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」（
22
・

４
％
）
な
ど
「
課
題
解
決
型
」
の
活
動

も
あ
る
程
度
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
そ
の
他

外
出
支
援
」（
４
・
８
％
）、「
家
事
支
援
」

（
４
・
３
％
）、「
子
ど
も
の
学
習
支
援
、
学

童
」（
４
・
２
％
）、「
買
い
物
支
援
」（
３
・

９
％
）、「
空
き
家
や
里
山
な
ど
の
維
持
・

管
理
」（
３
・
４
％
）
な
ど
、
地
域
の
本
質

的
な
課
題
解
決
に
向
き
合
っ
て
い
る
組
織

は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

地
域
運
営
組
織
が
収
入
源
の
第
１
位
と

し
て
選
択
し
た
項
目
は
、「
市
区
町
村
か

ら
の
補
助
金
等
」
が
62
・
１
％
と
圧
倒
的

に
高
い
。
ま
た
、「
公
的
施
設
の
指
定
管

理
料
」
が
９
・
３
％
、
市
区
町
村
か
ら
の

受
託
事
業
収
入
が
４
・
４
％
、
国
・
都
道

府
県
等
か
ら
の
補
助
金
等
が
１
・
６
％
と

な
っ
て
お
り
、
公
的
資
金
が
占
め
る
割
合

が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
構
成
員
か

ら
の
会
費
」
は
６
・
６
％
、「
収
益
事
業
の

収
益
」
は
３
・
８
％
と
、
自
立
的
に
収
入

を
得
て
い
る
地
域
運
営
組
織
は
１
割
強
に

過
ぎ
ず
、
資
金
面
で
の
自
立
性
の
低
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

地
域
運
営
組
織
の
持
続
的
運
営
に
向

け
た
課
題
と
し
て
は
３
）、「
活
動
の
担
い

手
と
な
る
人
材
の
不
足
」（
84
・
５
％
）、

「
次
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
不
足
」

（
59
・
３
％
）、「
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材

の
不
足
」（
56
・
２
％
）、「
事
務
局
運
営

を
担
う
人
材
の
不
足
」（
52
・
６
％
）
の

他
、「
団
体
の
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢

化
」（
45
・
８
％
）
な
ど
、
人
材
に
関
す

る
課
題
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
ま

た
、「
地
域
住
民
の
当
事
者
意
識
の
不
足
」

（
48
・
３
％
）、「
地
域
住
民
の
活
動
へ
の

理
解
不
足
」（
37
・
０
％
）
な
ど
、
地
域

住
民
に
関
す
る
課
題
も
多
い
。
地
域
運
営

組
織
は
、「
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の

地
域
組
織
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

住
民
の
主
体
性
や
当
事
者
意
識
が
低
い
こ

と
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

　

地
域
運
営
組
織
の
立
ち
上
げ
経
緯
と
し

て
「
既
存
組
織
を
見
直
し
機
能
を
追
加
し

た
団
体
」
は
、「
自
治
会
町
内
会
の
連
合

組
織
を
母
体
」
と
す
る
も
の
が
45
・
２
％
、

「
自
治
会
・
町
内
会
を
母
体
」
と
す
る
も

の
が
23
・
５
％
で
、
全
体
の
３
分
の
２
を

超
え
て
い
る
。
地
域
運
営
組
織
は
、
既
存

の
地
縁
組
織
と
は
異
な
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
な
存
在
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
地
縁
組
織
は
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
（
結
束
型
）
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
地
域

運
営
組
織
は
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
型
（
橋
渡
し

型
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
基
盤
と

す
る
性
格
を
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
（
表
１
）。
既
存
の
地
縁
組

織
を
基
盤
と
し
て
発
展
的
に
地
域
運
営
組

織
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
自
体
は
否
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
地
域
運
営
組
織

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ

の
実
態
は
地
縁
組
織
と
性
格
を
変
え
な
い

組
織
も
少
な
く
な
い
。
地
域
運
営
組
織
の

設
立
は
行
政
が
主
導
す
る
場
合
が
多
く
、

結
果
と
し
て
設
立
自
体
が
目
的
化
し
た

り
、
十
分
な
協
議
を
経
な
い
ま
ま
設
立
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
地
域
運
営
組
織

の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
十
分
な
話
し
合
い
や
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
で
、
住
民
に
よ
る
地
域
へ
の
所
属
意

識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
未
来

を
住
民
が
主
体
的
に
描
き
、
共
有
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
年
配
男
性
を
中
心
と

し
た
一
部
の
地
域
住
民
に
よ
っ
て
組
織
化

を
急
い
だ
場
合
、
地
縁
組
織
の
焼
き
直
し

的
な
組
織
に
陥
る
恐
れ
す
ら
あ
る
。
そ
の

場
合
、
地
縁
組
織
の
役
員
と
地
域
運
営
組

織
の
役
員
の
重
複
が
み
ら
れ
、
特
定
の
人

物
に
負
担
が
集
中
す
る
と
と
も
に
、「
人

材
不
足
」
を
自
ら
創
出
す
る
こ
と
と
な

る
。
地
域
運
営
組
織
は
組
織
の
立
ち
上
げ

時
と
、
立
ち
上
げ
直
後
の
研
修
な
ど
を
行

う
こ
と
が
、
そ
の
後
の
成
否
を
決
め
る
非

常
に
重
要
な
時
期
と
な
る
。
そ
の
時
期
の

プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
な
か
っ
た
場
合
、
地

域
運
営
組
織
が
形
骸
化
し
た
り
、
運
営
が

困
難
に
な
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て
、
一
度

立
ち
上
が
っ
た
地
域
運
営
組
織
を
再
生
す

る
た
め
に
は
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必

要
と
す
る
。
以
下
で
は
、
兵
庫
県
佐
用
町

の
地
域
運
営
組
織
で
あ
る
地
域
づ
く
り
協

議
会
の
設
立
と
再
生
過
程
を
紹
介
す
る
。

　

佐
用
町
は
、
兵
庫
県
の
西
端
に
位
置

し
、
岡
山
県
美
作
市
と
接
す
る
人
口

１
５
，８
６
３
人
（
２
０
２
０
年
国
勢
調

査
）の
町
で
あ
る
。
高
齢
化
率
は
43
・
２
％

（
同
）
で
あ
り
、
全
域
が
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
佐
用
町
は
、
２
０
０
５

年
に
佐
用
郡
４
町
（
佐
用
町
、
上
月
町
、

南
光
町
、
三
日
月
町
）
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
。
合
併
の
際
に
策
定
さ
れ
た
「
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
お
い
て
、
住
民
と

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
責
任
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
相
互
に
協
力
し
合
い
、
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
実
践
す
る
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
提
唱
さ
れ
た
。
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
、
２
０
０
６
年
４
月

１
日
に
、
当
時
の
小
学
校
区
（
地
区
）
を

単
位
と
し
た
地
域
運
営
組
織
で
あ
る
地
域

づ
く
り
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
目
的

は
、
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
る
自
治
会
を
補

完
す
る
た
め
で
あ
り
、
自
治
会
よ
り
も
広

い
範
囲
で
あ
る
地
区
単
位
の
新
し
い
住
民

自
治
組
織
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

各
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
は
、
拠
点
施

設
と
し
て
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
の
非
常
勤
特
別
職

と
し
て
セ
ン
タ
ー
長
が
任
命
さ
れ
た
。
セ

ン
タ
ー
長
と
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

運
営
、
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
地
域
課

題
の
集
約
・
整
理
・
協
議
、
地
域
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
な
ど
の
任
務
が
想
定
さ
れ

た
。
ま
た
、各
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
（
人
権
学

習
、
歩
こ
う
会
、
運
動
会
な
ど
）、
地
域

福
祉
事
業
（
ふ
れ
あ
い
喫
茶
、
見
守
り
事

表１　既存の自治組織と地域運営組織の相違点

既存の自治組織（自治会、町内会等） 比較項目 地域運営組織
集落、町内（狭域） 活動エリア 主に小学校区、公民館エリア（広域）

ボンディング型（結束型） ソーシャルキャピタル ブリッジング型（橋渡し型）
世帯 基本単位 個人

1 戸 1 票制 合意形成 1 人 1 票制
高齢の男性が中心 構成人員 年代、性別問わず

相互扶助 
（慣習的な行事の継承） 主な活動 地域課題解決 

（地域福祉、生活交通、地域産業の維持）
会費 活動資金 会費、交付金、事業費等

常勤の職員はなし 人員体制 活動拠点に職員が常駐

４
．
４
．��

兵
庫
県
佐
用
町
に
お
け
る
地
域
運

兵
庫
県
佐
用
町
に
お
け
る
地
域
運

営
組
織
の
再
生

営
組
織
の
再
生
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　島根県、兵庫県を中心に、市町村レベル、小学校区・地区レベル、集落
レベルの地域づくりに参画。島根県江津市、出雲市佐田町、邑南町、奥出
雲町、飯南町、兵庫県佐用町に研究室の分室「ラボ」を設置し、住民との
協働による地域づくりを実践中。

プロフィール

島根大学教育学部教授 作
さ く

野
の

広
ひ ろ

和
か ず

業
な
ど
）、
防
災
防
犯
事
業
（
防
災
訓
練
、

防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
交
通
安
全
啓
発
な

ど
）、環
境
事
業
（
清
掃
活
動
、廃
油
回
収
、

ホ
タ
ル
放
流
活
動
な
ど
）、
伝
統
文
化
継

承
事
業
（
歴
史
勉
強
会
、
盆
踊
り
の
実
施

な
ど
）
が
期
待
さ
れ
た
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た

後
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
地
域

づ
く
り
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

江
川
地
区
に
お
い
て
は
住
民
自
ら
が
行
う

交
通
空
白
地
有
償
運
送
と
し
て
「
江
川
ふ

れ
あ
い
号
」
を
運
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

長
谷
地
区
で
は
、
古
民
家
風
の
建
物
を
活

用
し
た
「
ゴ
ト
ン
ボ
荘
」
を
運
営
し
、
大

都
市
圏
か
ら
の
宿
泊
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
三
日
月
地
区
で
は
、「
お

い
で
な
食
堂
」
と
し
て
給
食
や
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
全
地
区

に
お
い
て
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に

基
づ
い
て
住
民
が
工
夫
し
な
が
ら
活
動
を

行
い
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て
き
た
。

　

佐
用
町
の
地
域
運
営
組
織
は
、
全
国
的

に
見
て
も
早
い
時
期
に
設
立
さ
れ
る
と
と

も
に
、
行
政
と
の
協
働
や
住
民
自
治
を

謳
っ
た
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
し
か
し
、
多
く
の
地
区
に
お
い

て
は
、
イ
ベ
ン
ト
型
の
活
動
に
終
始
し
、

前
述
し
た
よ
う
な
課
題
解
決
型
の
事
業
を

行
う
地
区
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
住
民

主
体
を
標
榜
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
セ
ン

タ
ー
長
な
ど
一
部
の
役
員
に
負
担
が
集
中

し
、多
く
の
住
民
が
「
お
客
さ
ん
」
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
画
一
的
な
組
織

名
や
規
約
、
過
大
な
組
織
構
造
が
足
か
せ

と
な
り
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
は

停
滞
す
る
と
と
も
に
、
住
民
か
ら
は
そ
の

存
在
が
認
知
す
ら
さ
れ
な
い
よ
う
な
組
織

に
陥
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、

佐
用
町
で
は
２
０
１
８
年
度
に
「
地
域
づ

く
り
協
議
会
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設

け
て
協
議
・
検
討
し
、「
地
域
づ
く
り
協

議
会
あ
り
方
再
構
築
の
方
針
」
を
策
定
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
２
０
１
９
年
度
か

ら
３
か
年
計
画
で
、
全
て
の
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。
具
体
的

に
は
、
組
織
体
制
の
見
直
し
、
地
域
課
題

の
洗
い
出
し
、
多
様
な
主
体
の
参
画
促

進
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
見
直
し
、
活
動

内
容
の
見
直
し
、
新
規
事
業
へ
の
着
手
な

ど
を
行
っ
た
。
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

合
計
８
名
の
兵
庫
県
地
域
再
生
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
地
域
に
関
わ
り
、
話
し
合
い
の
促

進
、
会
議
の
あ
り
方
改
革
、
合
意
形
成
の

改
善
な
ど
に
つ
い
て
、
伴
走
型
の
支
援
を

継
続
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
行
政
側
に
よ
る
地
域
へ
の
向

き
合
い
方
改
革
も
は
じ
ま
っ
た
。
第
１

に
、
従
来
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
議
」
に
お
い
て
、
町
全
体

の
地
域
課
題
解
決
に
関
す
る
具
体
的
な
協

議
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
改
革
さ
れ
た
。
ま

た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
を
定
期
的
に
開

催
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

「
戦
略
会
議
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
行
政

に
対
す
る
諮
問
機
関
的
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
役
場
職
員
や

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
会
議
も
設
置
さ
れ
、
庁
内
連

携
や
情
報
共
有
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
こ

の
他
、
役
場
の
職
員
研
修
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発

行
、
地
域
に
対
す
る
「
出
前
講
座
」
の
実

施
、
町
民
へ
の
情
報
発
信
、「
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
実
施
、
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ

る
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
な
ど
、
き
め
細
か

い
対
応
が
続
い
て
い
る
。

　

佐
用
町
に
お
け
る
一
連
の
改
革
は
、「
み

ん
な
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
活
力
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
通
称
「
み
ん
活
」）
と
称

し
、
地
域
住
民
、
行
政
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

等
、
多
様
な
主
体
が
関
わ
り
、
文
字
通
り

「
み
ん
な
」
が
関
わ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。

徐
々
に
で
は
あ
る
が
、「
み
ん
活
」
の
成

果
は
あ
が
っ
て
き
て
お
り
、
各
地
域
づ
く

り
協
議
会
で
は
具
体
的
な
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後

は
、
後
継
と
な
る
担
い
手
の
育
成
、
女
性
・

若
者
・
子
ど
も
な
ど
、
多
様
な
主
体
に
よ

る
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
、
地
域
外
住
民

が
参
画
す
る
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

　

地
域
運
営
組
織
は
、
地
域
に
お
け
る

「
バ
ケ
ツ
の
穴
」
を
塞
ぐ
た
め
の
主
要
な

担
い
手
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
新
し
い

住
民
自
治
組
織
で
あ
る
。
全
国
各
所
で
地

域
運
営
組
織
は
設
立
さ
れ
、
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
き
た
。
地
域
運
営
組
織
が
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
優
位
性
を

物
語
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
組
織
は
設
立

さ
れ
る
も
の
の
、
本
質
的
課
題
解
決
に
向

き
合
う
組
織
が
少
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
を
目
前
に
控

え
、
地
域
運
営
組
織
の
担
い
手
で
あ
っ
た

「
団
塊
の
世
代
」
の
引
退
も
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
は
、
組
織
の
担
い
手
不
足
が
加
速
化

し
、
組
織
の
維
持
す
ら
で
き
な
い
こ
と
も

懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
運
営
組
織
は
、「
バ

ケ
ツ
の
穴
」
を
塞
ぐ
た
め
、
対
症
療
法
的

に
地
域
課
題
解
決
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今

後
は
、
穴
を
無
く
す
よ
う
な
、
根
本
療
法

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
あ

わ
せ
て
、
地
域
の
機
能
、
組
織
、
行
事
そ

の
も
の
を
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
、「
小

さ
く
て
も
持
続
す
る
」
地
域
を
構
築
し
て

い
く
べ
で
あ
ろ
う
。
京
都
府
で
は
、「
む

ら
の
減
築
」
に
関
す
る
模
索
が
は
じ
ま
っ

て
い
る
。
地
域
運
営
組
織
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
は
設
立
す
る
こ
と
が
目
的
化
し

て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
今
後
は
地
域

の
縮
小
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
と
い
っ
た
、
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ

る
。

注
：

１
）�

正
式
に
は
、
農
村
型
地
域
運
営
組
織
（
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
形
成
推
進
事
業
と
い
う
。

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
モ
デ
ル
形
成
支
援
と
、
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
伴
走
支
援
体
制
の
構
築
を
目

指
し
て
い
る
。

２
）�

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域
振

興
室
（
２
０
２
２
）：「
令
和
３
年
度
地

域
運
営
組
織
の
形
成
及
び
持
続
的
な
運

営
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
報
告
書
」

総
務
省
、
１
９
３
ｐ
．

３
）
複
数
回
答
が
可
能
。

５
．
お
わ
り
に

５
．
お
わ
り
に


